




要約:福井保健所において低出生体重児の early intervention を行った。生後半年以内の

児について、保健所からの通知によって管内の対象児を集めた。指導スタッフは福井乳児

発達研究会から小児精神科医、心理学者、言語および作業療法士、助産婦、院生などであ

り、それに保健婦が加わり行った。2 力月に一度、木躍日の午後講演、集団および個別相

談、さらには親を中心とした懇談会などを行なった。参加者は 20 名前後であり、質問も

多く、続けて参加される親が半数以上を占めた。質問は健康や栄養に対するものが多く、

育児不安を持つ親が多いことが分かった。


